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政策研究大学院大学 学長選考の基準について

Ⅰ 学長に求められる資質・能力

【政策研究大学院大学 求められる学長像】による。

Ⅱ 選考の手続・方法等

１．一次候補者の推薦

学長選考会議による一次候補者の推薦を行う。

２．一次候補者による所信表明の聴取及び質疑応答

学長選考会議に一次候補者を招へいし、所信表明の聴取及び質疑応答

を行う。

３．最終候補者の決定

最終候補者の決定は、学長選考会議が行う。

４．選考結果の公表

最終候補者が決定した際は、選考結果（選考理由及び選考の過程）を

大学ホームページにより公表する。
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政策研究大学院大学 求められる学長像 

 
本学創立の趣旨に即し、政策及び政策の革新にかかわる研究と教育を通して、

我が国及び世界の民主的統治の発展と高度化に貢献するため、政策研究大学院

大学長には、以下のような資質・能力が求められる。 

 
一、 人格・識見に優れ、かつ、大学における研究・教育活動を適切かつ効果

的に運営することができること。 

 
二、 現実課題に立脚した学際的な政策研究と世界各国の指導的人材の養成

を行う卓越した研究教育拠点の長として、明確なビジョンのもと、学内外の

意見を求め、強いリーダーシップを発揮して、戦略的な大学経営ができるこ

と。 

 
三、 グローバルな視野を持ち、国内外の大学・研究機関、政府機関及び国際

機関等との協力・協働の関係を構築し、発展させることができること。 

 
 

 

 

 

 

ka-kato
タイプライターテキスト

ka-kato
タイプライターテキスト
（別紙１）


	Taro12-（２）選考の基準・方法
	（資料１）求められる学長像（石田先生ご相談版）会議後修正 反映後



